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HINET2007無線AP設定例（ゾーンC）
～Buffalo WZR-AGL300NHの場合～
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設定のポイント

 ブリッジモードで動作させる（ルータモードは禁止）

 無線チャンネル設定は自動設定（推奨）
 電波干渉や無線状態が悪い場合は、手動でチャンネルを変更して下さい

 SSIDは以下のルールで設定する（32文字以内）
 ZoneC-ゾーンID-部屋番号-<部屋名称>        ※部屋名称は任意

例） ZoneC-2027-301
例2） ZoneC-2027-301-IMClabolatory

 暗号化方式は WPA2-PSK(AES) または WPA-PSK(AES)

 暗号化キー及び無線APの管理パスワードは安全なもの

を設定する（無線アクセスポイント設置ガイドラインを参照）

 無線APの管理用IPアドレスはゾーンCのIPアドレスから
割り当てる（手動設定 もしくは DHCPによる自動設定）
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設定例（動作モードの設定）

動作モードをアクセスポイントモード
（ブリッジモードのこと）に設定
※ ゾーンCではルータモードにはしない
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設定例（SSID・無線チャンネルの設定）

SSIDは
ZoneC-ゾーンID-部屋番号-<部屋名称>

にして区別できるようにすること
※ 部屋名称は任意

無線チャンネル：自動設定
※ 電波干渉や無線状態が悪い場合は手動

で他のAPと重ならないチャンネルに変更
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設定例（SSIDのセキュリティ設定）

セキュリティ設定は
・認証：WPA2-PSK（またはWPA-PSK）
・暗号化：AES

を選択

暗号化キー（事前共有キー）は「無線アクセス
ポイント設置ガイドライン」のルールに従って設定し、
ローカルゾーン管理者が責任をもって管理
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設定例（無線APの管理用アドレスの設定）

LAN側IPアドレス（無線APの管理用IPアドレス）
はゾーンCのIPアドレス範囲から手動設定で
割り当てるか、DHCPサーバから自動で割り当てる
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設定例（無線APの管理パスワードの設定）

管理パスワードは「無線アクセスポイント設置
ガイドライン」のルールに従って設定し、
ローカルゾーン管理者が責任をもって管理


